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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,血清存在下の口腔癌細胞株HSC･4において,FECH阻害剤とABCG2阻害剤の
併用により,PpⅨの蓄積が促され光線力学的治療 中DT)の効果が改善することを明らかに
した｡
両阻害剤の併用によるPDTの口腔癌治療について重要な知見を得たものとして価値ある
業績であると認める｡
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
